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第３章 拡 張 ③

神
経
回
路
は

遺
伝
的
な
も
の
や
胎
児
期
の

発
達

青
年
に
な
る
ま
で
の
環
境
な
ど
全
て

に
影
響
さ
れ
る

治
療
の
た
め
に
状
態
を
変

更
す
る
こ
と
が
大
切
で

個
性
は
変
え
て
は

な
ら
な
い

と
語
る
川
人

Ａ
Ｔ
Ｒ
脳
情
報
通
信
総
合
研

究
所
（
京
都
府
）
の
一
室
。
横

た
わ
っ
た
患
者
が
、
ド
ー
ナ
ツ

型
の
機
器
に
入
っ
て
い
く
。

ｆ
Ｍ
Ｒ
Ｉ
（
機
能
的
磁
気
共

鳴
画
像
法
）
。
脳
の
血
流
の
動

き
を
画
像
化
し
、
ど
ん
な
活
動

を
し
て
い
る
か
示
す
。

「
う
つ
病
や
統
合
失
調
症
の

患
者
さ
ん
の
神
経
回
路
を
調
べ

て
、
ど
の
疾
患
な
の
か
、
ど
の

よ
う
な
タ
イ
プ
な
の
か
突
き
止

め
ま
す
」
。
所
長
の
川か

わ

人と

光
男

が
そ
の
先
に
見
据
え
る
の

が
、
精
神
疾
患
を
治
す
「
ニ
ュ

ー
ロ
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
」
の
実

現
。
健
常
者
と
違
う
神
経
回
路

の
異
常
を
正
す
手
法
だ
。

「
そ
れ
に
は
た
く
さ
ん
の
デ

ー
タ
が
い
る
。
十
数
人
と
か
の

デ
ー
タ
を
解
析
し
て
も
、
全
く

再
現
性
が
な
い
ん
で
す
」

川
人
た
ち
は
国
内
十
数
の
先

端
施
設
と
協
力
、
数
千
人
規
模

の
患
者
の
デ
ー
タ
を
集
め
た
。

こ
れ
ら
を
機
械
学
習
な
ど
で
解

析
し
、
汎は

ん

用よ
う

化
し
て
い
く
。

そ
れ
で
も
本
当
に
、
精
神
疾

患
の
患
者
と
健
常
者
の
神
経
回

路
に
、
違
い
は
見
い
だ
せ
る
の

か
。
川
人
は
説
く
。

う
つ
病
。
「
脳
全
体
に

万

個
の
神
経
回
路
が
あ
る
と
す
る

と
、
健
常
者
と
違
い
が
あ
る
の

は
、
う
ち

カ
所
く
ら
い
で

す
」
。
理
性
を
つ
か
さ
ど
る
前

頭
前
野
と
、
本
来
な
ら
同
時
に

活
動
し
な
い
は
ず
の
「
デ
フ
ォ

ル
ト
モ
ー
ド
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」

が
活
動
し
て
し
ま
う
。
消
極
的

に
考
え
続
け
る
と
い
っ
た
症
状

の
背
景
に
あ
る
現
象
と
い
う
。

「
同
時
に
活
動
し
な
い
よ
う

に
『
負
の
結
合
』
に
す
る
と
症

状
は
改
善
さ
れ
る
」
。
昨
年
、

論
文
発
表
し
た
一
例
だ
。

手
法
は
多
く
の
精
神
疾
患
に

応
用
で
き
る
と
す
る
。
発
達
障

害
や
依
存
症
に
も
活
用
で
き
る

と
、
持
論
を
語
る
。
多
数
の
デ

ー
タ
は
、
確
実
な
精
度
で
判
定

す
る
た
め
の
「
バ
イ
オ
マ
ー
カ

ー
」
（
指
標
）
を
作
る
の
に
欠

か
せ
な
い
も
の
だ
っ
た
。

ニ
ュ
ー
ロ
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク

と
は
。
「
よ
く
電
気
や
磁
気

を
脳
に
当
て
る
の
か
と
か
聞
か

れ
ま
す
が
、
そ
う
じ
ゃ
な
い
。

半
分
は
、
認
知
行
動
療
法
的

な
も
の
で
す
」
。
患
者
の
神
経

回
路
を
可
視
化
し
、
調
子
が

良
い
時
の
状
況
を
見
定
め
、
健

常
な
方
向
に
変
化
を
促
し
て
い

く
。精

神
疾
患
の
多
く
は
現
状
、

根
治
薬
は
な
い
。
川
人
は
５
年

前
、
ニ
ュ
ー
ロ
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ

ク
の
提
供
へ
、
ベ
ン
チ
ャ
ー
企

業
を
立
ち
上
げ
た
。
今
年
中
に

診
断
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
承
認

申
請
す
る
。

川
人
が
精
神
疾
患
へ
の
応
用

を
考
え
た
の
は
、
自
ら
の
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
に
参
加
し
て
い
た
慶

応
大
教
授
の
牛
場
潤
一
ら
が
、

脳
卒
中
で
ま
ひ
し
た
患
者
を
ニ

ュ
ー
ロ
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
で
改

善
さ
せ
た
例
な
ど
が
あ
っ
た
か

ら
だ
っ
た
。
「
神
経
回
路
を
望

む
方
向
に
変
え
る
。
可
塑
性
が

あ
る
か
ら
こ
そ
で
す
ね
」

第

回
（
１
９
９
５
年
度
）

塚
原
仲
晃
記
念
賞
や
、
今
年
３

月
に
は
日
本
学
士
院
賞
を
受
賞

し
た
計
算
論
的
神
経
科
学
者
。

未
来
を
ど
う
捉
え
る
の
か
。

例
え
ば
人
工
知
能
（
Ａ
Ｉ
）

は
、
神
経
科
学
が
さ
ら
に
発

展
す
れ
ば
「
脳
の
仕
組
み
を

移
し
て
、
一
を
聞
い
て
十
を
知

る
み
た
い
な
も
の
が
出
て
く
る

で
し
ょ
う
」
。
だ
が
今
は
「
超

多
自
由
度
の
ヒ
ト
の
身
体
を
Ａ

Ｉ
が
制
御
で
き
る
か
と
い
え

ば
、
全
く
人
間
の
足
元
に
及
ば

な
い
」

「
近
づ
く
と
言
っ
て
も
、
い

つ
ま
で
た
っ
て
も
ど
こ
か
は
違

う
。
一
緒
に
や
っ
て
い
け
ば
い

い
と
思
い
ま
す
よ
。
う
ま
く
付

き
合
え
ば
、
よ
り
良
い
生
活
は

で
き
る
と
思
い
ま
す
」

（
敬
称
略
）

日に開かれた内覧会で前橋文学館の企画展を

紹介する萩原館長

前
橋
文
学
館

没
後

年
と
な
っ
た
前
橋
市

出
身
の
詩
人
、
萩
原
朔
太
郎
を

テ
ー
マ
に
全
国
の
文
学
館
な
ど

が
順
次
開
催
す
る
共
同
企
画
展

「
萩
原
朔
太
郎
大
全
２
０
２
２
」
が
１
日
始
ま
る
。
参
加
す
る

前
橋
市
の
前
橋
文
学
館
は
同
日
か
ら
、
詩
人
の
伊
藤
信
吉
さ
ん

（
１
９
０
６
〜
２
０
０
２
年
）
ら
「
萩
原
朔
太
郎
研
究
会
」
の

歴
代
会
長
に
焦
点
を
当
て
た
企
画
展
を
開
く
。
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和風パンプキンパイ のアイデア

を出した高崎健康福祉大生

高崎健大生らが開発

高
崎
駅
構
内
で

き
ょ
う
発
売

高
崎
健
康
福
祉
大
の
学

生
と
パ
イ
専
門
店
の
セ
レ

ン
デ
ィ
ッ
プ（
高
崎
市
）、

Ｊ
Ａ
た
か
さ
き
が
連
携
し

て
開
発
し
た
「
和
風
パ
ン

プ
キ
ン
パ
イ
」
が
１
日
か

ら
、
Ｊ
Ｒ
高
崎
駅
構
内
イ

ー
サ
イ
ト
高
崎
の
同
店
で

販
売
さ
れ
る
。
降
ひ
ょ
う

被
害
を
受
け
た
地
元
産
カ

ボ
チ
ャ
を
活
用
し
、
ハ
ロ

ウ
ィ
ー
ン
向
け
の
か
わ
い

い
商
品
に
仕
上
げ
た
。

サ
ク
サ
ク
と
し
た
パ
イ

生
地
の
表
面
に
は
ざ
ら
め

を
ま
ぶ
し
、
中
身
は
白
あ

ん
入
り
の
カ
ボ
チ
ャ
ペ
ー

ス
ト
と
白
玉
。
同
大
農
学

部
２
年
の
８
人
が
地
元
の

食
材
を
使
う
こ
と
を
テ
ー

マ
に
各
自
考
え
た
ア
イ
デ

ア
を
一
つ
に
絞
り
、
同
店

が
商
品
化
し
た
。

レ
シ
ピ
を
考
案
し
て
い

た
６
月
に
降
ひ
ょ
う
が
発

生
し
た
た
め
、
農
家
を
応

援
し
よ
う
と
被
害
に
遭
っ

た
カ
ボ
チ
ャ
の
使
用
を
決

め
た
。
同
Ｊ
Ａ
が
調
達
に

協
力
し
た
。

ア
イ
デ
ア
が
採
用
さ
れ

た
山
本
莉
緒
さ
ん

は

「
商
品
化
さ
れ
て
喜
び
と

緊
張
を
感
じ
て
い
る
。
お

い
し
い
パ
イ
を
届
け
た

い
」
と
話
す
。
企
画
リ
ー

ダ
ー
の
渡
辺
龍
也
さ
ん

は
「
高
崎
産
の
カ
ボ

チ
ャ
が
こ
ん
な
に
甘
く
お

い
し
い
ス
イ
ー
ツ
に
変
わ

る
こ
と
を
知
っ
て
ほ
し

い
」
と
Ｐ
Ｒ
す
る
。

セ
レ
ン
デ
ィ
ッ
プ
の
オ

ー
ナ
ー
シ
ェ
フ
、
北
村
竜

佑
さ
ん

は
「
カ
ボ
チ

ャ
の
味
を
し
っ
か
り
生
か

し
、
歯
応
え
や
香
ば
し
さ

を
味
わ
え
る
パ
イ
に
な
っ

た
」
と
し
て
い
る
。

１
個
５
０
０
円
。
販
売

は

月
末
ま
で
の
予
定
。

（
水
村
希
英
）
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魅力度ランキング 県が検証

本県前後の 県
順位 誤差の範囲
ブランド総研は反論

民
間
シ
ン
ク
タ
ン
ク
の
ブ
ラ

ン
ド
総
合
研
究
所
（
東
京
都
）

が
発
表
し
た
２
０
２
１
年
の

「
都
道
府
県
魅
力
度
ラ
ン
キ
ン

グ
」
に
つ
い
て
、
県
は

日
、

検
証
報
告
書
を
発
表
し
た
。
抽

象
的
な
「
魅
力
」
を
単
一
の
質

問
で
測
る
こ
と
や
、
回
答
に
不

均
一
な
点
数
配
点
が
あ
る
こ
と

な
ど
を
問
題
視
。

位
の
本
県

前
後
の

県
の
順
位
付
け
に
つ

い
て
「
統
計
的
に
意
味
の
な
い

小
さ
な
誤
差
の
範
囲
で
順
位
付

け
し
て
お
り
、
問
題
」
な
ど
と

主
張
し
た
。

同
日
の
記
者
会
見
で
山
本
一

太
知
事
は
「
魅
力
度
を
適
切
に

示
し
て
い
な
い
こ
と
が
改
め
て

判
明
し
た
。
県
民
、
国
民
、
メ

デ
ィ
ア
に
は
こ
の
ラ
ン
キ
ン
グ

に
正
し
い
理
解
を
持
っ
て
ほ
し

い
」
と
述
べ
た
。

一
方
、
ブ
ラ
ン
ド
総
研
は
上

毛
新
聞
の
取
材
に
「
調
査
に
正

し
い
、
間
違
い
は
な
く
、
是
非

を
問
う
の
は
ナ
ン
セ
ン
ス
。
そ

れ
よ
り
は
、
ど
う
す
れ
ば
魅
力

が
上
が
る
の
か
に
時
間
を
費
や

し
た
方
が
い
い
。
調
査
な
の
で

誤
差
は
あ
り
、
や
り
方
を
変
え

る
つ
も
り
は
な
い
」
と
反
論
し

た
。山

本
知
事
は
、
同
ラ
ン
キ
ン

グ
が
メ
デ
ィ
ア
で
取
り
上
げ
ら

れ
る
こ
と
な
ど
を
通
じ
、
群
馬

の
イ
メ
ー
ジ
や
観
光
に
マ
イ
ナ

ス
の
影
響
を
与
え
る
可
能
性
が

あ
る
な
ど
と
し
て
、
デ
ー
タ
や

統
計
の
専
門
家
ら
を
交
え
て
信

頼
性
を
検
証
し
て
い
た
。

（
宮
村
恵
介
）

き
ょ
う
か
ら
朔
太
郎
大
全

前
橋
文
学
館
が
取
り
上
げ
る

同
研
究
会
は
１
９
６
４
年
設

立
。
初
代
の
伊
藤
さ
ん
か
ら
西

脇
順
三
郎
さ
ん
、
那
珂
太
郎
さ

ん
、
三
浦
雅
士
さ
ん
、
現
在
の

松
浦
寿
輝
さ
ん
ま
で
詩
人
や
文

芸
評
論
家
な
ど
の
５
人
が
会
長

を
務
め
て
き
た
。
５
人
が
朔
太

郎
を
ど
う
捉
え
た
か
に
注
目

し
、
著
作
や
研
究
会
会
報
の
言

葉
を
紹
介
す
る
。

会
場
に
は
５
人
の
著
作
の
ほ

か
、西
脇
さ
ん
が
朔
太
郎
の
娘
、

葉
子
さ
ん
に
宛
て
た
と
み
ら
れ

る
直
筆
原
稿
や
、

年
に
開
か

れ
た
朔
太
郎
祭
の
資
料
な
ど
も

並
ぶ
。
研
究
会
幹
事
と
し
て
会

を
支
え
、
前
橋
市
立
図
書
館
長

も
務
め
た
渋
谷
国
忠
さ
ん
の
功

績
に
も
触
れ
て
い
る
。

朔
太
郎
大
全
は
来
年
１
月
ま

で
を
本
期
間
と
し
、
全
国
計

の
団
体
と
施
設
が
特
色
あ
る
企

画
展
な
ど
を
順
次
開
催
す
る
。

県
内
で
は
前
橋
文
学
館
を
は
じ

め
県
立
歴
史
博
物
館
、
太
田
市

美
術
館
・
図
書
館
な
ど
計

館

が
参
加
す
る
。

前
橋
文
学
館
の
萩
原
朔
美
館

長
は
「
参
加
す
る
全
国
の
団
体

や
施
設
そ
れ
ぞ
れ
の
切
り
口
が

あ
る
。
そ
の
違
い
を
見
る
だ
け

で
も
面
白
い
と
思
う
」
と
呼
び

か
け
て
い
る
。

同
館
の
企
画
展
は
１
月

日

ま
で
。
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

（
最
終
入
館
は
同
４
時
半
）
。

観
覧
料
は
５
０
０
円
で
高
校
生

以
下
は
無
料
。
問
い
合
わ
せ
は

同
館
（
☎
０
２
７
・
２
３
５
・

８
０
１
１
）
へ
。（

高
野
誠
也
）

ひ
き
逃
げ
容
疑

歳
男
を
逮
捕前

橋
東
署

前
橋
東
署
は

日
、
自
動
車

運
転
処
罰
法
違
反（
過
失
傷
害
）

と
道
交
法
違
反
（
ひ
き
逃
げ
）

の
疑
い
で
、前
橋
市
鶴
光
路
町
、

介
護
士
、
関
賢
一
容
疑
者

を
逮
捕
し
た
。

逮
捕
容
疑
は

日
午
前
８
時

分
ご
ろ
、
乗
用
車
で
同
市
鶴

光
路
町
の
市
道
十
字
路
を
右
折

す
る
際
、
右
か
ら
直
進
し
て
き

た
同
市
の
女
性
会
社
員

の

軽
乗
用
車
と
衝
突
し
、
女
性
に

軽
傷
を
負
わ
せ
た
の
に
救
護
措

置
を
取
ら
ず
に
逃
走
し
た
疑

い
。同

署
に
よ
る
と
、
容
疑
を
認

め
て
い
る
。
関
容
疑
者
と
、
女

性
の
車
の
後
部
座
席
に
い
た
幼

児
に
け
が
は
な
か
っ
た
。
関
容

疑
者
側
に
一
時
停
止
の
標
識
が

あ
っ
た
。
女
性
が
１
１
０
番
通

報
し
、
目
撃
証
言
な
ど
か
ら
関

容
疑
者
が
浮
上
し
た
。

板
倉
で
震
度
４

日
午
後
２
時

分
ご
ろ
、

群
馬
、
栃
木
両
県
で
震
度
４
の

地
震
が
あ
っ
た
。
気
象
庁
に
よ

る
と
、
震
源
は
茨
城
県
南
部
で

震
源
の
深
さ
は
約

㌔
、
地
震

の
規
模
は
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド

（
Ｍ
）４
・
４
と
推
定
さ
れ
る
。

県
内
の
震
度
は
次
の
通
り
。

▽
震
度
４
‖
板
倉

▽
震
度
３
‖
桐
生
、
太
田
、
館

林
、
明
和
、
千
代
田
、
大
泉
、
邑

楽
▽
震
度
２
‖
前
橋
、
高
崎
、
伊

勢
崎
、
沼
田
、
渋
川
、
藤
岡
、
み

ど
り
、
神
流
、
み
な
か
み
、
片
品

▽
震
度
１
‖
富
岡
、
安
中
、
吉

岡
、
下
仁
田
、
甘
楽
、
中
之
条
、

東
吾
妻
、
玉
村
、
榛
東
、
高
山
、

川
場
、
昭
和

稲
刈
り
中
の
事
故
で

男
性
の
指
切
断
な
し

吾
妻
署
が
訂
正

東
吾
妻
町
の
田
ん
ぼ
で

日

昼
に
稲
刈
り
中
、
コ
ン
バ
イ
ン

の
カ
ッ
タ
ー
に
右
手
を
巻
き
込

ま
れ
た
富
沢
隆
夫
さ
ん

に

つ
い
て
、
吾
妻
署
は

日
、
負

傷
し
た
右
手
薬
指
は
重
傷
だ

が
、
切
断
は
さ
れ
て
い
な
か
っ

た
と
訂
正
し
た
。
当
初
は
切
断

と
発
表
し
て
い
た
。

霊
感
商
法
無
料
相
談
に

県
民
３
件
問
い
合
わ
せ

群
馬
弁
護
士
会

群
馬
弁
護
士
会
は

日
、
霊

感
商
法
に
関
す
る
電
話
無
料
相

談
を
行
っ
た
。
受
け
付
け
た
３

時
間
で
、
県
民
か
ら
多
額
献
金

な
ど
に
関
す
る
３
件
の
相
談
が

寄
せ
ら
れ
、
弁
護
士
が
事
情
を

聞
き
取
っ
て
助
言
し
た
。

世
界
平
和
統
一
家
庭
連
合

（
旧
統
一
教
会
）
に
関
す
る
問

題
が
取
り
沙
汰
さ
れ
た
こ
と
を

受
け
、
同
団
体
に
限
ら
ず
幅
広

く
霊
感
商
法
の
実
態
把
握
や
埋

も
れ
た
被
害
の
発
掘
の
た
め
に

企
画
し
た
。

一
方
、
日
本
弁
護
士
連
合
会

は
同
じ
趣
旨
で
続
け
て
き
た
弁

護
士
相
談
を

月
末
ま
で
延
長

し
た
。
平
日
午
前

時
〜
午
後

４
時
に
電
話
（

０
１
２
０
・

２
５
４
・
９
９
２
）
か
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
受
け
付
け
、
後
に
折

り
返
す
形
を
取
る
。

群
馬
弁
護
士
会
は
日
弁
連
の

取
り
組
み
に
も
協
力
し
て
い

る
。
同
会
消
費
者
問
題
対
策
委

員
長
の
奈
良
浩
樹
弁
護
士
は

「
本
人
以
外
も
相
談
で
き
る
。

解
決
は
容
易
で
は
な
い
一
面
が

あ
る
が
、
悩
み
を
共
有
で
き
る

だ
け
で
も
状
況
は
変
わ
る
。
ま

ず
は
相
談
し
て
ほ
し
い
」
と
呼

び
か
け
て
い
る
。
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（２２）(令和４年) （２２）(令和４年)


